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農作物の生産において、安定した収穫量とその品質を確保するために多種多様な農薬が使用されている。

しかしながら、農作物中の残留農薬の継続的な摂取は慢性毒性を引き起こす恐れがある。そのため、食品衛

生法では残留農薬基準値が定められているが、社会の食の安全性に対する意識の高まりとともに、農薬を利

用しない技術が求められつつある。そのようななか、我々はプラズマ技術が様々な化学的物質を分解できる

と報告されていることに着目した。これまでにローラーコンベアー型プラズマ装置を用いて黒腐病菌やミド

リカビ病菌の不活化に成功している。本研究では、農薬のプラズマ処理をローラーコンベアー型プラズマ装

置で行い、その分解能を検証した。 

誘電体バリア放電（DBD）を基礎技術に、円柱形の金属電

極を複数対設置したローラーコンベアー型プラズマ装置を作

製した。農薬試料として、農薬混合標準液 PL-14-2（和光純薬）

および有機りん農薬混合標準液 FA-2（和光純薬）を使用した。

農薬試料をアルミニウムプレート上で風乾し乾燥した農薬ス

ポットを調製後、電極に交流高電圧電源を用いて 10kVpp、

10kHz の条件で電圧を印加し，アルミプレートを介してプラズ

マを生成させることでプラズマ処理を行った（Fig. 1）。プラズ

マ処理後のスポットを回収後、Agri-Screen kit（Neogen Europe, 

Ltd.）でコリンエステラーゼ阻害活性を指標に残留農薬濃度を

確認した。その結果、プラズマ処理により経時的に残留農薬が

分解することが明らかとなった。LC-MS/MS および GC-MS を

用いた各標準液中の含有農薬の残留量の解析では、PL-14-2 中

の各種農薬はプラズマ処理 5 分で 61.9～9.5%まで減少した。さ

らに FA-2 中の各種農薬はプラズマ処理 5 分で検出限界以下と

なった。これらのことから、ローラーコンベアー型プラズマ装

置は一度のプラズマ処理で多くの種類の農薬を分解できるこ

とが明らかとなった。プラズマ処理が農薬に与える影響につい

てさらに詳細に解析を行うため、コリンエステラーゼ阻害作用

を示す農薬であるカルバリルやマラチオン（AccuStandard, Inc.）

に対しプラズマ処理を行い、SmartAssay 測定キット（Horiba, 

Ltd.）を用いた Competitive enzyme-linked immunosorbent assay（直

接競合 ELISA 法）にて残留農薬量を解析した（Fig. 2）。その結

果、カルバリルはプラズマ処理により 311±77 ppb（0分）から

142±57 ppb（5 分）に有意に減少した。それに対し、マラチオ

ンは 311±2 ppb（0分）から 14±2 ppb（1分）まで大きく減少し

た。以上のことからローラーコンベアー型プラズマ装置は農薬

の分解に有効であり、分解のしやすさは農薬の種類で異なるも

のと考えられた。 
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